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職業 会 社 役員 ( 大川原化工 機株式会社 )

| 氏 名 島田順司 (し まだ じゅん
昭和 2 8 年 5 月 1 0 日生 (65 歳 )

上記の 者に 対する外国和夫及び外国宮野速反角事件につき 、 平成 8 1 年

2 月 1 5 日 、 敬 操 総 季導久骨 管理 第 東和分 宣にお いて 、 木隊 は、あ ちか

じめ被 疑者た 対し 、 上 の意 星 に反して 供途 を する導要が ない 販を 舎ザて取り |
本 べた と こ ろ、任 意次のと お り 供 述した 。

] 本 Hi は、 忠和問答出 融和理 人に 道加規側 される にあたり 、 平成 2
4 生 2 月に、軸管 理 に 関する詩 査 ・ 研究を行い 経済 産 業 省 へ失言するなど

- を 月 的 とする一興還還還還間間間間間、 、 還是 -、
いて、 手済 者 ゃ 還較還の 拓 当 守ら に 対し 、 哨 間 明の 規制 要件 を |
要請してきた こと 等について 話します 。

叶克 名 品の 追加 規制に つい て は 、 前回 路 したと お り 、 平成 24 年 1 月 2
・ 4 日 に 弊社 で行われ た打合せで、私 が 経済産業用の は

国較較さん に 、 中妥間燥 器 の 抜 要 等 を説明 し た 除、噴 間燥 器が 輸出 規制 対

象とな る 見 過しである 旨の具体的な説明を 受け ました。

. それ 以降、噴夫間爆器の 輸出に 重きを 思い て いる 幣社 の 立場か ら 、 規処内
容 によっ ては 大 き な障 寄 とな り 得る と 考え、ま た噴夫電 燥器 のリーディング |

カレバニー とし て業界 を 代表 し 、 規制による 影響が出な いよ う
殴 視 庁
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(0 和装

用の生 は よめ な いで ください 」
」 HA
掲 吉 へ 油 算 人圧で で 府 。

この 要記事項は、 当時、 大川原 祉長と 相 机務の 意見も 取り 入れ な が ら 、.
会社の意見とし て 、、 事あるご と私が、 経済 業 省 の 担当であった較 軒 さん

ャたにとでした 。
| 2 平成 2.4 年 1 月 2 4 日 の 打合せ か ら 約 1 月 後に 臣 社 、 済 旧 和、 還軒 | ...

- 国の 担当 者が 集まり 、 再度、電電に向け た打合せを行い た
ER BE
nn 天理 人全店うに半周直江 若 析 泊 大 加

、 明 す ること ができます 。~ .
・ | この と き本欄は 、 平成 8 9 2 月 17 ER

作成の 「 出結果 報告 ( 相社第 1 9 1 三メ ール ) 」 に抄 侍 の 次 料 の必要分

を資料 1、 平成 3+ 年 2 月 5 FF ん ES 放 |
に活 付の次を 資料 2、
同年 2 月 8 付け当 課中小金法人員 Ci
成の 「交吉報午 (第 4 1 生物) 」 に維人
の 変料 を将 3 と して系い、 上をけた人区を付 して本
才末 尾に 染 付する こと と じた 。 -

ー 修 料 エ は、今語した、 レー 7 YES のの
斑で 、 内 容を 見ます と 、 との打合せが。 . ーー

ャ履 24 征 2829 の FI1o8 か ら 、 還較軒 %
で導きれる邊旨 の連絡 文書で す 。 ーー -

PP
|



。 (0 人等芝用舞 ) ・。 。 ・ 。

このと き の先方の 出席 予定者 とじて 、MHR ! んーー
の 詳さんらの生前が 革 か れ ていま
[AM cu RE と HE
まし たが 、 私と当時 再 務 で あっ た 相剛静夫の 名 弄に 平成 2.4 年 2 月 2 9 日付

中 けの提人がある よう に 、 との月 の打合せに は 、 半 福 か ら 私 と 相只専務が 内
しまて た 。

机専に つい ては 。 前同の 1 月 2.4 の打合せで 、 通内当 部
0 な と と や骨 作に 関する 直っ 込んだ和則、 自 分では対応 じ ーー
きれないと 思い 、 私 か ら相了 務に

衝 で は 対応が無理なの で 、 Wh 陳
」 と依 格 し て 同行してでも らい まし た 。

また資料 2、 TYPPYD Ra 平成 93 年 4 月 2 月
付けの押印が あるのは 、 当時、 | _ 22 必 商 誠 党吉交甘圧
規制品目 に な る可能 仁が ある と の こと で導 披 の 杉要等の説明を求められた際 、|
私 と がシステッ ク所な | RA に和の人作とした

- と所億し て いま す 。 「 |

資料 8 に ある 3 枚 の 者面は 、 本社 のさ 階か ら押収きれたも ので 、| |
. 園 w 2 0 1 1 年に発行したガイ ゲンスの民子に ま と めで挟 豆 れで いたものと
SE を 受けまじた 。:

このうち 1 枚 且 の 「 国 xs 合の 結果 」 ょ衣類 ある攻の者面 は 、
を 滞り和伸較 =
移 較計の中委 原 文に手書きで加除訂正 がされ た も のです 。

この才部に .

警視 ・庁
< 3



。 ) . . (所 吾等続 用 区) -

_uwoP ぃ uumuum HPT. 位語

2012/02/38 08:58:05

同音

: 2.01.2 年 2 月 2 8 日 の午前 8 時 5 8 分 . -
に 、 HPT が宮 ) こら ながら | 一

下 いてしど だ HERETEESNANREIELNEEPAR -
内 実は、 | 2 られた喚雰 泊器の省令 と しで電章される内 容で すが 、
数 1、 2 、.8 の原文を和恥する と 」 」 」

水分二 発量が 1 時 間 あた り の 0 4 キョ グラ ム 以上 40 0 キロ ーー
・ vs - ・

2・ 平均秋子 竹 0 マイクロメートル以下の抽曲をする こ と が
可能な も の 又は叶 吉半の 最小 の 部 分 品 の 変更で平秒 人 |
1 9 マイク ロメ ートル 以下の製 委を 製造するこ と が可能なもの

3- . 十 居 し た状 能で内部 の誠六は殺 貢 を する こ と が可能 な もの
と なって お り ま すがお 、 こ の 較講 GE 委所 に、
1kc は 、40ke/h* 1.000kg/day

2 に は 、

3 には 、-steam を加え、 =dHisahtEoeted
と手書きされており、これを和訳する と

ュ 」 人が 1 和あた りの 0. 3 キログラム上 40 キログ ーー

い トミッっ Se
8. 平均普子筐 1 0 マイクロ メー EET と が .

生態なも の

喉 視 了
ーー 一



(人 人調等続 用 導 ) .
ーー

ーー 3. 定填し た 状態で内 部 の 落 気 中 前を すること が可能なもの

と修正された内 容とな っ て いま す 。

これは 、 当時 、 日本が 還 議 =# し 、件の 守集 し で いた内 容 で

あり、当日は、 この 関係を 中心に説明を 受けまし た 。
革 8 の 2 枯 のも 、 ukX が思さ れた も のですか と

- の 手 寺き部 K ついては 計大いたのか 分か りません。

なお 、 この 』 洪 加 と 2 枚月の書面は、 当上の打合せの 席で凍されまし か 。
ゅ洪 m にな 、

経済産業作 PPT
^ 安全作隅管理課際作胡 | 自
EU | 男

. 本 | SSC .
時人 | 回

輸肌 管理本部型 本 部 長 | 騒」
= ・ 席 ・ 水 処理事業 部

マイ クて ES | _ 還
と いう 5 名 の の 名商が コ F ーされています 。

" | 9 9 和放の 記人き が民 有 全社 名に な っ ていますが、 2
- 人 ども当時は 、 | ET .

この名刺 の ロピーは、 EER
| した も のを 、 社長の 大上原 正 財に千するとき に 、 人者之和 和が 一朋で
かるよう作成 した も のです 。 ーー

玩 視 . 床

im



さやで和だしにて

ms
平成 2 4 年 2 月 23 HH

で行われた打合せは
弊社が私、村 ・
. 前 東研涯夫人・国国 と・還と

| 半層間 】 の

の 7 名で 行わ れた こ と を 改め て 確認しまし た。
ea この打合せは、 | 5 はの NE 経済産業省 ・

上の 2 が店 し 全う式 で行わ れ まし たが 、 弊在 | 」
_ 側 は 、 主に土司 の相 鳴 専有 が 発言を し まし た。

置画あたり に 、 | 符 E PPP FYTTE | 計
: お区 8 られた改正案 の 8 の NoriL レ RR と
が で きる もの」 いう親骨 について

上本は 「基苗・殺 菌 の 得 囲を導気 江 に . 押定すべき 」と雪してい ーー
が、 日 本以外の各国 が 証 mxo ( 泊散 又は条 」 に人していち

ため 、 原娘 のまななる入 かです
四の 説明があ り ま した 。.

この と き 、 議識ミ んが提示 され た原文の英六は 、 資 料きの 2 枚 月 に ある
- Spray drying eqttpment capable GE drying toxtns.or pathogento

~ mieroorganisms having al of the fo11owing characteristicsi

- 1 a water avaporgtion capactty of MS 4kg7h. and 入 400kg/h:

2. the abi1ity of generate a て yptcal mean product partiole

"gtze of 名 10 miorometer with_existing fittings or by -

莉 視床



(5 時有
mamima1 modification of apray-dryer まま ^tomization
nogzles enabl1ng gonStetio of the required particles
S1ze: and

-3。 sapable of behg gterilized or dsinfected in sttd

と いう疹 制 内 容で した。

- ここ で 、 較計きんの 説明を 革 いた相剛 専務 は 、 | PIE
| がいかなか っ たよう で、 相手 の語 選を 捉え る 感じ で、 内

、 なんで、 こん な規制をするんだ

千と大で 議較さんに友 り か かり ました。 .
「 それを 別いた んゃ 、 人と 言った か がまでは思い 財き ません が 、 同じよ

ー う 机に共り近 した と こち 、今 は 直叶いに大吉でロ第をす |
る 束駒 と な っ て しまいまじた。
私 としで は 、 急 な 展開 で じ たので 、 ただ時鈴としで いました。
その後、 FN しいさし EHP 箇 ・

† | に | 人人が世に 、 中の市件 で か
1・ 水分藻 発最

2 ・ 平 約和子径

8 TE
について討議を続し まし た 。

1 の水分発基に ついて 、 確か相剛 専務 は 、
光明の色人を規定する 上で、 > ロ ・ 同日けい

を決めないと な らない - -
- 間風明が 変わると 、 二も 区 わって しまう 」

嘆 前 末
ie



(人 穫 調等 継 続用導 )

また 、 人人が 時間 あた り 0。 4 キロ グラ ム 以上 40 0 キョ
、 グラ ム 以下 と いう の は、 EER

Re 意見 を出しまし た 。
衝 も 、こ の項目に ついて

こののままだ と 、 時の全て当 し て しまう .
と にか く FE ぎる

思いま し た。

2 の YK 和子 休につい て 、 相則 専務は 、
. まず、 季子径 の計測 方法を特定しないと ならない - :

2UzUea 私 も同感でした 。 、
3 の定置 での 背 曽 ・・疫 藤に ついて 、 相机務は、 日
匠間 ・- 条 此 と いう 規制に なる と 、 殺六では、 FE
る可能 性がある か ら 、 蒸気菌にすべきである

還の意見を 出し なが ら > RE
した。

私もに e、 との電導し では
殺 前 も 含めると、 ER 人平和人用

の取引も 大きな支 障が 出 る

eg
何でなんだ ~

やは ほり、 蒸気 29 にだ すべきだ
、 と強く 思いま し た。
な こり和則する 打合せか ら 、 PC

警 坦 が



(0
合せで陳記に関して 説明した内 容に ついて も 。 肖済 業者 ・中 `
罰人が 需 癌 している と 感じました 。
このと き本職は、平 成 3 1 年 1 月 2 4 PP 月

| 成の 「 交料 入手 結果報告 ( 還国 国准 済き 油 生古湯 め琉 ) 」 に沙付
. SESKRPELREN 地 胃 を 受けた 徐 、 真 科 4 して本

ー FE ととした 。-
交科 4 は 、 平成 2 4 年 1 月 2 4H に弊社 の 本 社 8 遼 会 議案 で、 | BE

ら の質 医に 称回 答 を し た記録思わ れますが 、 2 入 目 に

2 月 2 日の 討剛・ 生認事項 (人 上)

- と記載があるため、日議ドんド 測 胃 したの了項だ と 違わ れま |
功選 ・ 和義に関する私 の 回 稚肥び 、 - 全 答対する 確認 事項 を 見ます ょ 、

'G9 ス プレー ドラ イヤーの中での識 画 TCR

| 当回 電 在当 半音吾 滅菌 ・ SM EER

. に対し

@ G3) に つい ては 、 本当に断定で きる のか丘問であり 、.「 在 る 」 と
. . 家 定すぐ き と 考え る 。

、 QG20 稿揚 度 か ら出則 度までを 1 0 0 度和調い 湯 度 で 保つと洲 ー
ー・ 条革 で きる 。 -

対し ーー
@ G420 について、 こ の淵 風 方技では 売 全 な 波間 * 殺 簡 にな ら ない の .

ではないか。

います。・

| 坦 苗 店
ー 9 ,



Fi
私は 、 平成 2 4 年 1 月 2 4 日 の打合せにおいて、議 :os」 2

| 。 | 部 8 庄 問時著 詳 、 溢 下め 1 で祭 加 吾わきめい 財和べ畔履 - 散国で |
話しました が、 ーー ーー

中 を運転させて 熱風を所内に六り 込んで、そ の 内部 を 一
定時間 ro 0 大度 の方に 保 て ば 、 LN

芽字 めし和 e 漠王家刷で

ので、と の よう だ回答しました。 .
私 のの の 回 答対 し 、トーら ない の |

- で はな いかと意見が 付きれて はい 衣 す が、革選 、2 月 2 8 晶 の打合せの場で |
大隊定すべきと いう 末を 較識に 提出した のは本だけ であり 、 導
ECU PEPS NS 用 ける こと
にな っ たのです 。 . ーー

9 頂に対する較正 染が 、 こ のよ うにし、 」
| jk な りつ つ あっ たの で、 秒はとの体を社長に 報告しまし た 。]

、 所の 当日 か その翌月だ った と 思いますが、私は 1 人で本社 3 階の社長
宣行き、資料 3 にめる遇きからし た る 和を "ドー し たゃの >
下原を 社長に 見せなが ら . .

- 2 月 278 昌にこの太電と本 せをし ましたが 、 | EE
| 上江 還 人 江半ペー う ですま
と H 頭 で 報 告し まし た 。

する と、 社長は ー

2 な表情を見で ーー
で、 産業汗に対する新たな四 し入れな て人 EER

警 論 店

ーー10



上

ま
お

-

(供述 組 書 等 継続用 紙 ) -

ので 、 社長 も 不消 ではあり ながらち 、 浮済産業省が示した 「衝貞」の入っ た是 」

| 還の 款 和を 則 き 入れざる を得 ません で し た 。

| | で sa
. ミト ss ゅ ) 人た (いい 層メト

| | 臣 『。aa。 トな ee や 内
| s [ 選ょ 人 > をを ゃを 半し と

1 きき ao
や やないすず ュー ペー
すすが
る こミ ーー

、 要 選でみき 」※ 線
ー スジ人
fait

登 視 が
ー 11
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. Subjecz の
上 From: _-
を Date: 2012/02/21.16:55 .
月 To:

」 UE
エニ 島田 様

お世話になります。 ーーの度は、ご多忙あめどころ、 ご足労いた だ き 、 あり がとございます < 。
お打ち合わせは、 で記の 吾 定 で 行いたいと 思い 表す の で よるし く ー
人し上げます 。概、当局の方が いた だ いたパラメー : ダ関係式 掲載 の 資料に つき 、
同人 での天朋に つき 、 ご入隊いた がき あり が よう て 人 ・

日程 2 月 23 日 (本) ・ 人
半 玉 還 症還 還 半半 部 の玲衣 味 。 . >

(人 にお し くださいよした ら 、 ごいたしま
人 な)
新 人長

還還較生物化 学 兵員造赴 分科 会

生還補半言いーー

由理 | 目
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大 河原加工 機 抽訪問 記録
- 1. 日時 :2012 年 1 月 24 日

2. 場所 : 大河原加工 機本 社
98. 出席者 . 。

大河原 加工 機 旭 人業 中 較
- 経済産革省 安保 管理課 Li
| | |

4. 中朋乾 爆 機に 関する 質疑記 管 。
(1) ウ ォ ー タ ー エ パポレーションキャパシジテ ィ ( 水 をどれくらい 飛ばす機械か )

・ 園 形 2096 水 分 80%% のものと 。 固形 80% 水 分 209% では 、 速度が 1 対 4 と 異なる 。
(2) 100kg ン h と言っても、理 燥 し て 残っだもの (固形 分 )、 水分発明で 見る の かに 」

、 よる。 . 」 .

~(3) 規制 目的は、医薬品に近い。 AP つ折
、 .@4) 医薬品の場合

.A. 大気放出しない。 ]
. 特殊 バル ブを 使用 する。アイソレーター、 クロープックスド間じめる _

(5) 輸出 比率 下
30 億 円 の 売り 上げのうち 、 6 代 @09%) 。

(6) 水 分 以外 で 、 削 ( メタ ノ ール他 ) 和発させる ことも ある 。 -
(7) 数 サイ ズは <。 セラミックでは 、 ばら つきを 求められる (流れ を良くし 、 和 度を上げ -

る )。 -

台は カプセルに症 時 入れる ため均一性が 求められ る 。 ー
(8) ア トマイズ化は 、役灯化 装置 に 求められ る : 、.
(9) 二次電油 材 耕放は 、表剖積ま大 きく する ねめ ・ 料 子が小さきい のを求められ

る 。・OO 旨カ が 1kg ンいう 場合 も、 入り温度を変える と 5...6lg できる。・
- ユーザーの 操作条件 と 装置 仕様 の パラ メータが粒 サ イズ、能力等に相関して

お り、 革軒仕様で税サイズ 、 処 理能 力 は決まらない。 」
(11) 水分 蒸発 %Ga( 空気量 : 替 風 )* (rin 入口温 度 一 Tout 出 口 温度 ) x 比 府

、 (12)Disc 径 :D、P: 庄力 、F:Feed reeske/Hr ER

- Daー デ (RPM xD) 。 ・

| - F と RPM( 回 転 数 ) は 、 ユーザー が 決め る 。
| DF+P( 圧力・ P を 上げると Da は小さく なる 。



ミラ イヤーの中での 滅 、 殺革の家人はな い 。
] 温度から出口温度まで を 100 度 等 高い温度 で保つと滅菌 疫 革 で きる 。

気 ・ 電 子 用途分 野 は強いが、医薬用途は、届い 。

『 は 、 無 機 物用途で 、 付 着性 を理由にデフロンを 使用 する こと があ
物混入を さ ! ける ため 、 間 燥対象 と同じ材料 (チタ ン 等 ) を 使用する

以上

識 ・ T( 素 )
(物販 人和生物 1 の生度 であり 、 それを大 -

こ に角点 を 絞っ て 評議確認する。 そのために、 そこで 扱う 物 (毒素 と -
CO 物人生産 量をある程度想定する ことが必要である 。 .
分蒸発 量の 主放雪である 様で す が、 他の変数も ある ことが判ってい

こで

以下 、 若 し くは 400kg 以上としているが 、最終 製品の生産量で表す とどの
もの to を引定 し て いるのかを 確説れたら どうか。 そう し ないム、 職給は
ない のではないか 。 -' すが、 パイオハザードは。ーつは失部分で エア ロゾルの形態での呈 、
上 且は製品の取り出し (排出 ) 部 分で上粒若しくは 粉 体 の 飛散 、三つ 目は 」

で堆体の飛散で はないかと推測吉れ る。 "Ans.:A はクローズドシス
という対策だ るうと 思いますが 、 こゞれは排気の 部だけ 著しくは供給

と排気の き部分 へ のバイ オハザー ド対 策になると思い ます 。
ーー もう少 し突っ 込んで 確認皿される べきと 姓える。 :

@ (13) に ついでは 、 本 当に過定で きる のか疑問であり ゞで LE
: か。 -

@ っきつこの温風方法では 完全な江抽革に な ら な い のではないか。

、AG で規制対象ば し よう と し ている装置 の租 力 を、 水 分 基発量で

の 爺が 国 で余り 製造 されでいないの では な いかと いう の は 、 小 生の現 定範囲であ . ,
- り、そ れでは外周メー カー と し てどんな会 社が 在るか 確認されたい 。 .

@ (に つい て 。内 部 を 高温状態で 運転することど、 滅菌・角 菌す るとなる と主時内
癌の表面 処理は限定されると姓 え ます 。 通常の バイオハザー ド対 策 装置 では徹 ー
生物 (が 材料 の月 地や 合わせ部分トド壮 5 な いように金属材料 の箇 仕上

-、 げな どが 施されま すず 。。 .
@ 致が 国内 で生物剤 の噴乾燥を得意 FC ているメーカーや寺をご存知 な

ら 教え て (紹介 ) して賞う。 ュー -
. 主 お和れ ・( 還 還旋問い .




